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Endeavor to visualize a context through dialogue and discussion 

on agenda-settings
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 This paper aims to report the achievements and challenges of the lecture titled, “Information 
Communication Technology and Creativity,” which was presented as a part of the career 
support program at Ochanomizu University. In this paper, the author described the way to 
develop the new types of activities with various information communication technology tools, 
such as iPad, Interactive Whiteboard and Content Management System. In this lecture, the 
students were required to determine the theme by their own. To set up the theme, the students 
try to visualize and express their own thoughts regarding the common issues of Japanese 
society with above IT tools. This study describes the processes of these students working with 
their counterparts from different faculties and departments. 
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問題意識

　本報告は、2011 年より開始したキャリアデザイン
プログラム基幹科目「情報コミュニケーション技術
と創発性」に関するものである。実施初年度に簡易
な報告を行ったが（石田 , 2012）、その後 3 年の間
に様々なパイロット的な実践を重ね、一定の成果と
課題が浮き彫りになってきたため、改めて報告を行
いたい。まず本論に入る前に、本授業の位置づけと
筆者の基本的な問題意識を以下に記す。
　本授業は、お茶の水女子大学のキャリアデザイン
プログラム基幹科目の１つである。キャリアデザイ
ンプログラムの授業は、DeSeCo のキー・コンピテ
ンシーをベースに「双方向的活動」、「自律的活動」、

「協働的活動」の３軸の中にそれぞれ定置されており、
本学ではこれらを女性リーダーのためのコンピテン
シー開発と位置づけプログラムを実施している。松
下によれば「多くの能力リストが、コンピテンシー・
マネジメント論のコンピテンシーの延長上にある（つ
まり、個人の内的な属性として捉えられている）の
に対し、〈DeSeCo の〉キー・コンピテンシーは、個

人の内的な属性と文脈との「相互作用」の産物（松下 , 
2010：〈〉内は筆者が加筆）」であり、「道具を介して
対象世界と対話し、異質な他者と関わりあい、自分を
より大きな時空間の中に定位しながら人生の物語を編
む能力（松下 , 2010）」の涵養が目指されている。
　筆者が担当する授業「情報コミュニケーション技術
と創発性」は、3 軸の中でも、「双方向的活動」を通
じて「言語・図表の活用力」、「知識・情報の活用力」、

「テクノロジーの活用力」を体得することに焦点が当
たっており、全 13 のキャリアデザインプログラム基
幹科目における基礎科目として位置づけられている

（Figure1）。すなわち、本授業で培った基礎力や問題
意識を基に、その他のキャリアデザインプログラム基
幹科目内の発展型科目（「キャリアプランニング実習」
や「グループワークとマネジメント」等）へと移行す
ることが推奨されている。
　「情報コミュニケーション技術と創発性」では、こ
れらのキー・コンピテンシーを涵養するアプローチと
して、アクティブ・ラーニングの手法を用いている。
アクティブ・ラーニングとは、「教員による一方向的
な講義形式の授業とは異なり、学習者の能動的な学習
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への参加を取り入れた教授・学習法の総称（文部科学
省 HP, 2015 年 3 月 16 日閲覧）」で、「発見学習、問
題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、グ
ループ・ディスカッション、ディベート、グループ・
ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法（文
部科学省 HP, 同上）」として含まれている。以上のよ
うなことから端的に言えば、本授業は大学における
キャリア教育科目内で行われているアクティブ・ラー
ニング型の授業と位置づけることができる。
　しかし、アクティブ・ラーニングに関してもキャリ
ア教育に関しても、比較的新しい取り組みである一方
で、世の潮流にのって「とにかくやらなければならな
い」という論調が先立ち、その意味や意義が十分検証
されないまま、導入・運営されている側面もあるよう
だ。例えば、溝上はアクティブ・ラーニングが孕む問
題点を次のように指摘する。

　「ディスカッションではその場で思いつくことだけ
で議論がなされており、批判的な検討もなく、内容の
深まりが見られない。内容が深まるような教員の介入
も十分にない。プレゼンテーションの様子を見ても、
ちょっとインターネットで調べて集められる情報をパ
ワーポイントのスライド上に並べ、見た目には元気に
発表しているけれども、内容を見れば、たいした吟味
や検討を重ねた跡もなく、表面的なものとなってい
る。（溝上 , 2014）」

　また、キャリア教育に関しては、「望ましい「勤労観・
職業観」や「汎用的・基礎的能力」の方向性は掲げな
がらも、それを実現する手段を具体的に提供すること
なく進路に関する責任を若者に投げ出すことに終始し
ている（本田 , 2009）」という本田の指摘も看過でき
ない。筆者は、これらの指摘や批判を自戒的にひきと
り、本田の「仕事の世界に参入する準備としての教育」

にまつわる議論を準拠点とし、アクティブ・ラーニン
グ型授業の構成ならびに実践を行ってきた。
　本田が言う「仕事の世界に参入する準備としての教
育」には２つの側面がある。それは、若者が仕事の世
界に入る前に「働かせる側の圧倒的に大きな力、しば
しば理不尽なまでの要求を突きつけてくる力に対し
て、働く側がただ翻弄されるのではなく法律や交渉な
どの適切な手段を通じて〈抵抗〉するための手段」を
身につける側面と「働く側が仕事の世界からの要請に

〈適応〉するための手段（同上）」を身につける側面で
ある。特に筆者は本田が言う〈抵抗〉としての準備に
着目した。なぜならば、〈抵抗〉は自分と周囲の環境
との関係を見直しそれらを再構成するためには必須と
なるからである。しかし、本田が言う〈抵抗〉として
の学習事例として出されているのは「仕事の世界」に
おける「法律や交渉を学ぶこと」であり、これらは何
か個人にとって問題や事件が起こってしまった後　— 
もしくは起こりそうな局面 —　に打って出る手段や
準備というニュアンスが強く、日常のレベルで遂行さ
れるものを指してはいないように思われる。勿論それ
らも重要であるが、明らかに表面化した「問題」や「事
件」に対する〈抵抗〉ではなく、ともすれば日常淡々
と遂行されゆく業務のレベルで、個人が自らに課され
た仕事の意味を吟味したり、自分の役割を社会的な文
脈の中で意識したりするような実践をもう 1 つの「〈抵
抗〉する手段を身につける準備（同上）」として位置
づけることはできないだろうか。というのも、一見問
題が無さそうに見える日々の業務をその社会的な意味
を考えずにただ遂行することにこそ、仕事に関わる個
人や組織が内包する構造的な問題をむしろ強化する側
面があると考えるからである。
　筆者は、これまでに雲をつかむような思いで「社会
人」として必要とされる能力を身につけようとしてい
る学生に数多く接してきた。彼らの多くは「社会人」
になる前に、産業界から提示される「○○力をつけな
ければならない」というプレッシャーを日々感じつつ
も、それらの「○○力」が何なのかが漠然としてお
り、具体的に学生の間に何を努力してよいかが把握で
きていない。この状態が転じ、メタな枠組み（例えば
卓越性の軸を作っている側の論理）に対する理解や批
判的な検証抜きに、時間や労力を費やす状況を生んで
いる。上記のような行動パタンが常態化すれば、大学
を卒業した後も、社会の仕組みや状況を作り出す側が
提供する論理を深く考えずに受け入れるだけになって
しまうのではないだろうか。そうだとすれば、それは

Figure1: お茶の水女子大学キャリア支援基幹科目と各授
業の位置づけ
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今後の人生において、常に社会の仕組みや状況を作り
出す側の都合に翻弄されることを意味している。
　これは、バーンスティンの議論を引き合いに出す
と「ある意味の秩序が文脈に縛られ、外と繋がる力を
持たない（バーンスティン , 2000）」状態であると言
えよう。バーンスティンは、「意味がそれに特有の物
質的基礎に対して間接的な関係を持つ（同上）」こと、
すなわち、「空間」が存在することが、「物質的なもの
と非物質的なものとの間の関係を変化させ、オルタナ
ティブな関係実現にむけての可能性への舞台になり得
る（同上）」と言うが、この「空間」を作り出すこと
を「社会的コンテクストの可視化プロセス」として意
識しながら、キャリア教育内における「仕事の世界に
参入する準備としての教育」を実体化できないだろう
か。筆者は、上記のような問題意識に沿って授業実践
を積み重ねてきた。その授業内容の詳細を次項より説
明していきたい。

授業概要

　シラバスには本授業の主題を次の様に記載してい
る。

　「本授業の目的は、現代社会における様々な課題に
対して、具体的な解決策を模索し、表現していくこと
にあります。そのため、メインの活動は、企画書作り
になります。企画書作りの過程で、1. ICT を利用し
た情報収集と共有の方法、2. ディスカッションによ
る動的な情報の生成について学んでいきます。 授業
は、グループワークを中心に、情報収集、ブレーンス
トーミング等の活動を行います。これらの活動を通じ
てオフラインとオンラインの知の活動が有機的に繋が
るような技法を体得してもらいます。」（2014 年度シ
ラバス抜粋）

　上記のように授業では、様々な ICT ツールを駆使
し企画提案書を作成することを最終ゴールとしてい
る。授業は、学部生向けのもので、学部学科は問わず
誰でも受講することができる。授業内では、学生各々
が所属する専門分野のディシプリンからは一旦自由に
なって、他者との対話を通じて課題を設定する活動を
中心にすえている。
　初年度は、企画テーマを設定する際に、新卒採用選
考の１ステップである「グループディスカッション」
のテーマを参考にしたが、次年度からは、まずは個々

人が純粋に関心がある現代社会における問題や課題を
出してもらい、その中からグループのテーマを絞って
いくようにした。その際には、すぐに多数決で誰か 1
人のアイディアに決めるのではなく、互いに相乗りで
きそうな部分や、議論の俎上に載せたほうがよい点を
教員が一旦整理し、学生に提示後、一定期間の対話と
議論を経て決定している。半期ある授業期間中、企画
テーマを決めるところまでに授業回数の大部分を使
い、企画を実現させる計画部分に関しては、授業の後
半２−３回程度で行う簡易な設計になっている。企画
テーマを設定するまでの工程に授業の大部分を要して
いるのは、「何をすべきか」「何故それをすべきなの
か」という存在証明の部分を、先に述べた「社会的コ
ンテクストの可視化」と重ね議論し、検討することに
最も時間を使うためである。このような意味で、本授
業は、今現在大学教育の中で実践の積み重ねが豊富な
PBL 型 の 授 業（Project Based Learning、Problem 
Based Learning）とも若干異なる側面を持っている。
すなわち、本授業では個々人の関心を言葉に落としな
がら、他者と議論を行い、精緻な企画課題をせり出す
までのプロセスに重きを置いているため、取り組むべ
きテーマそのものに関して、教員の方では、意識的に
輪郭を持たせないようにしている。
　一方で、ミーティングや対話・議論の進め方、ICT
ツールの使い方（情報共有のマナーや方法）に関して
は、教員が授業内で解説を行い一定のルールに従って
もらうようにしている。その内容は電子ブックに記
載されており、学生は貸与された iPad に電子ブック
コンテンツをダウンロードし事前に閲読してくる。電
子ブック内には、「ミーティングの方法」や「ICT を
使った情報共有の方法」だけではなく、事例として過
去にお茶大生によって出された企画スライド（アニ
メーション入り）、ブレインストーミングの動画、多
数のポップアップ素材を入れ込んでおり、紙の読み物
ではレビューすることが難しい情報が多数掲載されて
いる。以下は近日公開予定のハンドブックの目次であ
る。

序章：授業の基本方針
チャプタ１：ツールを使いこなす
　セクション１：iPad
　セクション２：ActivBoard
　 セ ク シ ョ ン ３：CMS (Content Management 
System)
チャプタ２：ミーティング
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　セクション４：ミーティングの意味
　セクション５：共通点と相違点の確認
　セクション６：議論の切り口
　セクション７：発散型のミーティング
チャプタ３：アイディアを作業に落とす
　セクション８：スケルトン
　セクション９：タスクリスト
チャプタ４：プレゼンスライド作成のポイント
　セクション１０：プレゼンテーションのエッセンス
　セクション１１：スライド作成の注意事項
　セクション１２：効率よくデスクリサーチを進める
ために

　学生は、企画テーマ（課題）の設定に至るまでの
議論や思考プロセスをできうる限り詳細に書き出し、
表現するために、iPad、ActivBoard（電子黒板）、
Plone（ オ ー プ ン ソ ー ス の Content Management 
System）などの ICT ツールを使っている。電子ブッ
ク内のチャプタ１には、それらの ICT ツールが持つ
特徴と応用の可能性が掲載されている。チャプタ２は
対面式のミーティングについての解説である。特に学
術的な議論と仕事におけるミーティングとの違いを意
識し、主に後者を授業で実践してもらうような構成に
している。チャプタ３では、課題設定に至った経緯を
第３者が聞いても理解しやすいストーリーに落とし込
む基本的な方法と、その途中で発生する作業のリスト
アップ方法（タスクリスト）について記述している。
タスクリストは、「誰がいつまでにどの程度の精度ま
で作業を行ってくる必要があるのか」という「取り決
めの作り方」を解説したものである。この部分に関し
ては、苦手意識を持つ学生が多く、これまでに協働に
躓くグループもしばしば見受けられたため、作業内容
を鮮明にイメージしてもらえるよう事例解説形式で記
述した。
　学生にはチャプタ３までを事前に読んできてもら
い、授業内各実践の参考にしてもらっている（チャプ
タ４以降は参考資料としている）。また、アイスブレ
イキングの意味も兼ねて、口頭で電子ブック各セク
ションのパラフレイジングを授業最初の 10 分程度を
使い行っている。パラフレイジングは iPad アプリの

「プレゼンタイマー」を使いながら、約２分程度で行っ
てもらうようにしており、それに対する他の学生によ
る質問や補足コメント、および、教員のフィードバッ
クを iPad のメモつき録音アプリの「Audio Note」
を使い授業内で即時共有している。

　「電子コンテンツに目を通し、その内容を授業内で
実践してもらうという」という流れは、今広まりつつ
ある反転型授業の一種と言えるかもしれないが、事前
に動画授業や電子素材を視聴し、授業でその内容に対
する理解度を確認したり、議論を行ったりすることが
中心的な活動ではない。そのため、現在日本で行われ
ているティピカルなタイプの反転授業とは言えないこ
とを補足しておく。
　次に、本授業のゴールとして設定している「企画
テーマ立案（課題設定）」までの手順について記述す
る。
　
Work1
　まず、学生は iCardSort という iPad アプリケーショ
ンを使い、興味関心があるテーマ（現代社会における
様々な課題）にまつわる言葉をカード形式で提出す
る。以下は、学生が提出した iCardSort の例である

（Figure2）。　
　初年度（2011 年度）は、教員が学生に「興味関
心があるテーマの〈キーワード〉をできるだけ出し
てきてください」と依頼したが、〈キーワード〉とい
う言葉に引っ張られたためか、学生が作成してきた
iCardSort のカード数を見ると思いのほか少なく、例
えば「南北問題」や、「経済格差」などといった大き
なくくりに集約されてしまう傾向にあった。そのた
め、次の年からは、興味関心があるテーマにまつわる
言葉をどのような形式（品詞のみでもその組合せ）で
もよいので、50 個程度出してもらうよう、大凡の数
を指定した。挙げたカードは、色分けをしたり、グルー
プ化をしたりして、それぞれの関連を意識し、さらに
そのカードに出てきた言葉（5 － 10 個程度）を使っ

Figure2： お 茶 大 の ゴ ミ 分 別 問 題 を テ ー マ に し た
icardsort
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て、何故そのテーマに興味があるのかという理由付け
を 800 字以内（A4 用紙 1 枚程度）で記述してもらう
ようにした。Figure3 はオンライン学修支援システム
として使用している Plone を介して学生が提出した
iCardSort の一覧である。Plone を介して履修者は他
の学生の iCardSort と説明文を閲覧でき、コメントを
書くことができる。
　筆者は、提出された iCardSort の内容と文章に対
して、論理的にわかりにくい箇所や広がりが期待でき
そうな点（課題に発展しそうな部分）をなるべく詳細
にコメントし、次の回までに学生にフィードバックを
行った。例えば、序で記した問題意識に重ねて述べれ
ば「学生にできるのはこの程度である」といった「文
脈に縛られている状況」に対しては、新たな間接的な
繋がりをもてるような視点の提示をしたり、危なげな
い事実ベースの議論で終わらせようとしている学生に
対しては、「その事実に対して自分はどうしたいのか」
というオルタナティブを捻出してもらうような助成を
行った。
　Work1 には２つの目的がある。まず第 1 は、関心
があるテーマにまつわる「ことば」を具体的な形式で
沢山想起し、それらの関連性を文章化するトレーニン
グの目的である。第 2 は、誰もが企画テーマの起案
者として参与する可能性があることを示す目的であ
る。最終的にグループのテーマは１つに絞られるが、
この時点で「自分自身が何に興味関心があるのかがわ

からないと思っている学生」が、「問題意識がある程
度はっきりしている学生」の論点に乗っかるだけにな
るのを避ける意味合いも Work1 にはある。この時点
で参加意欲が低い学生は、概してその後の企画テーマ
設定の議論や情報収集に対しても消極的になる傾向が
ある。これらの潜在性をある程度回避するために、ど
の学生にも興味関心があるテーマを自分の言葉で語る
機会があることを Work1 で示している。筆者は最初
の個々人のアウトプットを基に、ある程度関連性が見
込めるテーマの学生同士を最初のディスカッショング
ループとして設定し、学生はそのグループで最初の口
頭説明と質疑応答を実施する。質疑応答の実施前に、
各自が作成した iCardSort は、Wi-Fi 機能を使い複数
の学生と教室内で即時共有している。　

Work2 以降の活動
　Work1 の質疑応答の後、学生は最初に作成した
iCardSort の言葉を、下記のフレームワーク（Figure4）
を 参 考 に（ 経 営 大 学 院 , 2001） 配 置 し な お し た
り編集しなおしたりして、自分の考えを再整理す
る（Work2）。フレームワーク（Figure4）は、大凡

「クリティカルシンキング（グロービス経営大学院 , 
2001）」を参照した流れになっている。Work2 は、
類似性、関連性がある問題意識を持った学生同士の議
論を無難な世間話だけに終らせず、共通点と相違点を
一定の規準に沿って相互に確認するための準備であ
る。Work2 のアウトプットを基に、学生は、再度説
明と質疑応答をグループで行う。以下は PC ソフトを
使って学生が提出した Work2 の図である（Figure5、
Figure6）。
　第一段階の「1. イシュー特定」は、学生各人が「問
題である」と感じている社会的な事象と理想のあるべ
き姿との差異を意識してもらう段階である。「2. 問題
の特定」は、「1. イシュー」としての大きな言葉にく
くられているものを因数分解しながら、イシューを引
き起こしているあらゆる要因を洗い出していく段階で
ある（Work3）。この Work3 の作業を通じて、各自

Figure3：Plone に提出された icardsort の画像と説明文
の一覧

Figure4： フレームワークの参照例



6

高等教育と学生支援  2015 年　第 6 号

Figure5：work2 の例 1
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の共通点と相違点をより鮮明に意識してもらうように
している。このとき、要因分析や整理分類の方法とし
て、MECE やロジックツリーといった方法論や、一
般的にビジネスで使われる事が多い切り口をいくつか
紹介している（電子ブック内、チャプタ 2）。ここでは、
学生がフレームワークに基づくタクソノミーにのめり
込みすぎて本来の目的である企画課題の設定作業から
大きく脱線してしまわないよう教員は慎重に介入して
いる。次の「3．原因分析」も「2．問題の特定」と
同様に進め、両作業により因数分解された各項目の中
で最も優先順位が高そうな部分を議論により暫定的に
特定してもらっている（Work4）。これらの一連の作
業を通じて、第二段階の「4. 企画提案」に繋がるイメー
ジを徐々に浮き彫りにして行く。大凡、「1.」〜「3.」
までの議論に収束が見られ、「4. 企画提案」の骨格が
みえる段階に至ったら、具体的な企画活動案を捻出す
る発散型ミーティングを行う（Work5）。その際、必
要に応じて先行活動事例をリサーチしてもらい、先行

活動事例のどの部分をどれくらい自分達の企画は乗り
越えようとしているのかを示してもらうようにしてい
る。
　　
ICT ツールの活用
　Work2 以降の教室内対話や議論には、ActivBoard

（ 電 子 黒 板 ） や iPad の BaiBoard（ 匿 名 で 手 書 き
データの即時共有が可能なアプリ）を使っている。
ActivBoard を使う最初の段階ではブレインストー
ミング時の書き込みスピードを体感してもらうため
　— いわゆる学校の「板書」とは異なる — 　教員が
ActivBoard に書き込みを行いながら、議論のファシ
リテーターも行っているが、回数を重ねていくに従っ
て学生が ActivBoard に記入をしながら議論を行うよ
うになっていく。ActivBoard の議論の過程は動画と
して記録することができ、学生は動画を Plone を使
いブラウザ上で再生させたり iPad にダウンロードし
てレビューすることができる（いずれも早回しが可
能）。
　議論を深めるにあたって必要な情報は、オンライン
ツールの Plone を使い共有している。Plone は、オー
プンソースの Content Management System の 1 つ
で、本学では Plone を学修支援システムとして活用
している。Plone は、インターネット上にある情報リ
ソース（URL リンク）や作成したプレゼンファイル
の共有ツールとしてだけでなく、授業中、即時的に自
分の考えを口頭表現することができなかった学生が、
後からでも疑問に思ったことや納得がいかなかったこ
とを言語化（可視化）し、投稿するツールとして利用
している。これには、オフラインのグループワークの
際、口頭表現に長けた１人（もしくは少数）の学生に
議論を引っ張られてしまうことで、多様な意見・異見

Figure7：学生によるアクティブボードの活用例

Figure6：work2 の例 2
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が十分に吟味されることなく、様々なフェーズにおけ
る意思決定がなされることを回避する意味合いがあ
る。実際にオフラインの授業時間よりも、Plone を介
したオンラインディスカッションの方で活発に意見を
言う学生もいる。Figure8 は、Plone に投稿された学
生の報告に対して教員が赤字等を使いコメントを挿入
した画面である。また、Figure9 は、Plone を使い学
生同士が掲示板形式でディスカッションを行っている
様子である。上記のようにオフラインとオンラインに
おける様々な ICT ツールを活用しながら課題の焦点
を徐々に絞っていくが、最終的な課題の設定に至るま
で大凡 7 回から 8 回の授業回数を必要としている。

他者との対話と合意形成までの困難性
　教員は Work1、Work ２で学生側から提示された
アウトプットの内容を考慮しグループを構成してお
り、その時点で特に学部学科のばらつきは考慮してい
ない *1。例えば、2013 年度の企画「理科を好きになっ
てもらおう（小中学生を対象とした企画）」のグルー
プメンバー（Table1）は、企画名だけをみると、自
然科学系の学生に偏りそうなイメージを持たれるかも
しれないが、実際には様々な学部学科の学生が参加し
た。
　異なる学習・学修を行っている人間同士が「何をす
べきか」ということから「何故そのテーマに取り組む
のか」という理由付けに至るまで議論を重ねながら１
つ 1 つコンセンサスを取っていくことは容易ではな
く、合意形成に至るまでに様々な紆余曲折を経るグ

ループがほとんどで、多くの学生が「大変である」と
いう感想を持つようである（後述の「授業アンケート
自由回答」を参照されたい）。議論の途中で、自分の
本意ではないテーマに収束しそうになると、取り組み
に対するモチベーションを保つことが困難になり、履
修を取り消してしまう学生もこれまでにいた。しかし
仕事の世界では、様々な人間の思惑が交差し、自分の
意見が 100% 純粋な形で取り入れられることの方が
珍しい。仮企画テーマが決まった後は、各人がそれぞ
れに活躍できそうなタスクを見つけ、自分が貢献がで
きる「関わり方」を考えてもらうようにしている。そ
の際にも、教員は Work1 と Work2 で提出された言
葉のカードと説明文書内の情報を手がかりに、関連性
を意識的にピックアップし介入するようにしている。

Figure8：学生からの Plone への投稿に教員がハイラ
イトや赤字でコメントをしている例

Figure9：Plone 上における学生同士の意見交換の様
子

Tablel1: 企画テーマ「理科を好きになってもらおう」
グループのメンバー学部学科内訳
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プレゼンスライドの添削、最終発表、総評
　以上のようなプロセスを経て、企画テーマの課題
設定がなされた後、授業の終盤 1 ヶ月程度をかけて、
最終のプレゼンテーションスライドを作成していく。
しかし、企画テーマの設定にたどりつくまでの対話と
議論に、学生はかなりの労力を費やしており、「取り
組むべきテーマがなかなか決まらないこと」への苛立
ちや焦りで、精神的に疲弊していることが多い。加え
て、パワーポイントや Keynote の使い方に習熟して
いない学生も多いため、最終プレゼンテーションのス
ライドは、企画提案の大凡の流れが把握できる簡易な
ものを作成してもらうことに止めている。簡易スライ
ドを作成後、教員からの１回〜２回フィードバックを
行うが、最終バージョンのスライドには教員が手を加
え完成させ、プレゼンテーションスライドの作り方を
間接的に学んでもらっている（最初から最後まで学生
のみでスライドを作成するグループも数は少ないが存
在する）。
　授業の最終回までに企画のスライドを完成させるこ
とができたグループには、第 3 者（本学関係者、企業・
団体の方）にゲストとしてプレゼンテーションを聴き
に来てもらい、可能な限り外部にも授業を開くように
している。また、最終発表後、教員は、グループごと
に総評（A4 用紙 1 枚程度）を作成し Plone に掲載し
ている *2。総評は、どういう流れで議論が進行して
いったのか、最初の着想部分から、課題設定に至った
経緯を記述し、議論にどのような意義があったのかを
まとめている。以上が、授業の大まかな流れである。

これまでの成果

　次に実際に本授業で企画され、本学で実現に至った
テーマを紹介したい。本授業を通じて 2013 年度末ま
でに出された企画は、通算 16 件あり、うち、学内の
第 3 者を巻き込んでプロジェクトが実施されたケー
スは、以下の 3 件であった（Table2）。Table2 に示
したように以下の 3 プロジェクトのいずれもが、本
授業で企画テーマ設定を行ってから 1 年程度の時間
をかけて活動を実現させている。本授業で教員が助成
しているのは、あくまでも企画の存在証明にまつわる
部分であるため、さらに精緻に計画し実行に移すため
には、本授業受講後に相応の時間が必要であることが
窺える。
　Table2 内「ゴミ箱表示改善プロジェクト」は、
2013 年冬に授業で企画テーマを設定し、約１年後の

2014 年冬に企画を実現させた。この企画は、学内ゴ
ミ箱表示を統一し環境にやさしい大学作りの推進を目
的に立案されたものである。このグループでは、授業
期間中、iPad を用いたインタビュー、Plone のウェ
ブアンケート等、ICT ツールを使った情報収集と共有、
ならびにそれらに対する議論が、授業内（オフライン）
／授業外（オンライン）の両方で活発に行われ、企画
の存在意義を証明するまでのストーリーが非常に精緻
に編まれていった。特に、オンラインコミュニケー
ションツールである Plone を利用した意見の可視化
がプロジェクト実現への大きな補助となったことが窺
える。Table3 は、2013 年度履修生による 4 つの企
画で Plone に投稿されたコンテンツの数を比較した
表である。いずれの企画も力作であったが「ゴミ箱表
示改善プロジェクト」が突出してオンライン議論の数
が多いことが分かる。
　「ゴミ箱表示改善プロジェクト」は、授業のグルー
プ分けの時点で 15 名の学生がいたが、最終発表まで
残ったのは 10 名で、授業後の学生自主企画に挑戦し
たのは、6 名であった。学生自主企画は、本学リーダー
シップ養成育成センターが募集しているもので、採用
された場合、一定額の資金援助を受けることができる

（リーダーシップ養成育成センター HP, 2015 年 3 月

Table2: 本学内で企画を実現させた事例

Table3: 2013 年前期と後期の授業で取り組まれた 4
つの企画グループが Plone に投稿したコンテンツ数の
比較表
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16 日閲覧）。「ゴミ箱表示改善プロジェクト」の継続
メンバー６名は、2013 年 10 月から実施した授業か
ら約 1 年後に、リーダーシップ養成育成センターの
資金援助を得て、学内の新しいゴミ箱表示シールを制
作し張り替え作業を行った（Figure10）。本プロジェ
クトは、高いレベルで仕事を遂行した Good Practice
の 1 つと言えよう。

授業アンケートの自由回答
　最後に、2012 年度と 2013 年度に「情報コミュニ
ケーション技術と創発性」を受講した学生を対象に実
施した授業アンケートの自由回答を紹介したい。ウェ
ブアンケートは、2015 年 1 月 22 日から 1 月 29 日
までの間に行った。受講した学生は 65 名であったが、
うち 11 名は卒業したため、54 名を対象とし、26 名
から回答があった。アンケートは Plone を使って作
成し、学内統合認証を経てログインができる環境を用
いて行ったが、結果は匿名になるよう処理を行った
*3。
　以下は、全自由回答の一覧である。

・iPad の使用は初めてでしたが丁寧に教えていただき勉
強になりました。集まった学生のみなさんは学年、学
科が様々でとても楽しかったです。

・とても実用的で、学生が主体的に動くことのできる授
業で履修して良かったと思っています。あの時もう少
し真剣に、深く考えていればより内容を活かせたかと
思っています。一つのプロジェクトを立ち上げる上で
マストなことは何かを教えていただけると良かったで
す。

・iPad か貸与されるという点に惹かれて軽い気持ちで受
講しましたが、実際に取り組む内容は結構高度という
か頭を使うことが多くて、悪戦苦闘することもありま
した。 私は２年次に履修しましたが、内容的に就職
活動にいかされそうなことが多かったので、３年次に
履修すればよかったなと後になって思います。

・グループワークによる企画は、もっと時間をかけて行
えればよかったと思う。実際に案を実現させるには、
ツテがなかったので難しいところがあった。 ツール
の使い方はなんとなくわかったが、「このツールでは
○○するのがいい」という使い方を学ぶことはできな
かったように思う。

・実際にアイディア出しから企画を立てる段階まで行う
ことはこれから社会に出て通用する能力であり、この
ようなことを大学で学べるのは非常に貴重であると思
います。 他の授業と比べてかなり負担は重いと感じ
ましたが、その分得られるものも大きかったです。と
ても価値のある授業でした。 ただ、どうしても積極
的にやる学生とやらない学生が出てきてしまい、負担
にばらつきが出てしまうことが少し残念でした。 私
は ICT と創発性で企画した内容を実現しましたが、
実際に企画をしたものが実現する喜びも感じることが
できました。

・他学年、他学科の人とグループを作り活動を行ったこ
とで多様な方向からの考えが出て勉強になった。

・グループワークで自分の意見を発言したりする経験が
できた、また様々な人の意見の集約が難しいことが分
かった。 ICT の活用について知識がほぼなかったの
で勉強になった。

・お茶大ではなかなか受けることができないプレゼンの
方法や企画の考え方などについて学ぶことができてと
ても楽しく有意義でした。

・ひとつのテーマについて、時間をかけて深く掘り下げ
て考える、良い機会になった。だが、企画を実現しに
くいテーマを選んでしまった場合、また、候補にあ
がった企画に興味をひくものがなかった場合は、モチ
ベーションを保つのが難しい。大きすぎる題材ではな
く、現実味のあるものを扱っていたら、よりよい経験
になったと思う。

・自分のしたいことを、具体的に進めていく方法を、楽
しみながら学べた。一人一人が活躍できることを意外
なほど、実感できた。

 
 

 

 

日時：10 月 17 日（金） 12：30～15：00 

※昼休みだけ、5/6 限だけの参加も大歓迎！ 
場所：構内各所（集合場所の詳細は後日連絡） 

内容：お茶大構内のごみ箱に、より分別方法の 

分かりやすい、新しい表示を貼り付けます！ 

お茶大の分別方法、どうなってるの？と思ったことのある方ぜひ！ 

7 ⽉月 23 ⽇日〜～8⽉月 4⽇日に⾏行行った投票へのご協⼒力力 
ありがとうございました。73対 16 で、この 
デザインに決定致しました！ 

 
 「ごみ箱表示改善プロジェクト」チームは、お茶大構内にあるごみ箱の分別表示の明確化、 
および分別意識の向上を目指して活動しています。 本プロジェクトは、文部科学省特別経費 

「女性リーダーを創出する国際拠点の形成」事業の、「平成 26 年度 

学生自主企画プロジェクト」に採用されたものです。 
「ごみ箱表示改善プロジェクト！ 

～きちんと分別・きれいな大学～」 

藤井真穂子・安藤美月・藤井裕子・ 

小山香織・赤岡茜・秋山美由紀 

【連絡先】3年年 藤井裕⼦子 
g1210435@edu.cc.ocha.ac.jp 

 

協力していただける方はこちらまでご連絡下さい。 

  QRコードを読み取るとメールが送れます→ 

参加者にはささやかな
お礼を差し上げます★ 

Figure10：「ゴミ箱表示改善プロジェクト」学内シー
ル張り替えボランティア募集ポスター
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・とても興味深い内容でした。来春から社会人になりま
すが、コミュニケーションツールをいかに効果的に使
うかということを学ぶことができたので、それを活か
していきたいと思います

・グループで企画を考えていくうえで、密に連絡を取り
合う必要があり、ICT を利用した活動の中でも大事な
のは人とのつながりだということを学べた。

・学部学科が異なる人達とのグループワークは、大変だっ
た分学ぶことも多く、履修して良かったと思いました。 
またタブレットを貸与していただいたことで、授業時
間以外にも作業に取り組め活動が濃い内容になり楽し
く活動できました。

・タブレットを使って企画を考える、新しい授業だと思っ
たが、周りのメンバーの中には予定通り進められない
人もいたため、そこが残念だった。

・普段億劫になってしまっているような内容だったので
すが、iPad の使い方を丁寧に教えてもらえるだけで
なく、グループワークなどの支援などもしっかりして
もらえて、受講してよかったと思うし、少し勇気が持
てるようになりました。

・アットホームな雰囲気で最初友人がいなかったにも関
わらず楽しく受講できましたし、わずかですがもとも
と自信のなかった自らの積極性、発言力、プレゼン力
を高めることができたと思います。

・なかなかないプレゼンの機会を得られてよかった。
・他学科他学年の人たちと濃いグループワークをするこ

とは、たいへん刺激があった。ふだん知り合わないよ
うな人と触れ合えたのはいい経験。

・話し合いはすごく難しかったが、とても有意義だった。
iPad も使えて充実していた。

・iPad を使うのは初めてだったので、基本的な使い方か
ら、企画立案に必要なものまで幅広く学ぶことができ、
その後の大学生活にも役にたっています。

・企画立案の過程を体験できたのがほかの授業ではでき
ないことなので新鮮でした。最後のプレゼンはすごく
緊張しましたが何とか成功して達成感を感じたのを覚
えています。 

・私は学部の特性上、プレゼンのような発表を行ったり
問題意識を持って何かの話題について議論するという
機会が少なく、実際に人に何かを発表する経験をした
ことがあまりありませんでした。この授業を通して
ICT に関する理解を深めることができたのはもちろん
ですが、ひとつの企画についてメンバーとアイデアを
練り、聴衆にわかりやすく伝えるためにはどう工夫を
加えていけばよいのか試行錯誤ができたことが非常に
有意義な経験でした。これから社会で活躍していくた
めの準備にもなっただろうと感じています。

・とても大変な授業でしたが、私は受講してよかったと

思っています。授業で出会った先輩との新たなつなが
りをつくることができましたし、計画したものを実現
するという貴重な体験ができました。計画したものが
実現する喜びも学びました。

・最初はわからないことだらけで辛いことが多かったで
すが、発表の形に持っていくことができ達成感であふ
れました。全く知らない人とグループだったので連携
を取るのは大変でしたが楽しかったです。

　以上の感想からは、全体として「一授業としては大
変である」というニュアンスのコメントが多く見受け
られる。ICT ツールの活用方法からミーティングの方
法、アイディアをタスク（作業）に落とす方法まで、
様々な要素を授業の中に入れているため負担が多いの
は確かで、物理的にやることの多さに加えて、学部学
科を異にした学生同士でコンセンサスを得る精神的な
大変さが相まって、学生に「大変である」と感じさせ
てしまっていることは否めない。アンケートの結果に
あるように、専門分野の異なる学生同士が、学部生の
授業としては比較的長期にわたり共同作業を行うた
め、たとえ最初の時点で類似の興味関心を持っていて
も、企画内容の細かい箇所や仕事の進め方で意見が合
わず、グループワークが難航することも多々あった。
これらを今後の課題とするならば授業として行う範囲
を幾分縮小してもよいのかもしれない。
　しかし、企画テーマにまつわる意見の相違や仕事の
進め方の相違を解消していくために他者と行う対話や
議論が「コンテクスト」に隠されている情報を１つ１
つ外化する作業に他ならない。この作業の中にこそ

「日頃の文脈によって全面的に食い尽くされている状
況を一旦離れ、相対化するために外と繋がる力を持つ

（バーンスティン , 2000）」きっかけが包含されてい
るのではないかと筆者は考えている。現在の情報化社
会を規定しているコンテクストは、「隠蔽され、中立
的な手続きの中に織り込まれ、拡大していくメディア
市場の大量消費パタンとして結晶化され、記号の一連
のセットに変身（メルッチ , 1997）」しているという
が、もしそうであるとしたら尚のこと、事件や問題が
自分の身にふりかかって初めて効力を発揮するような
学習だけではなく、綿々と続く日常業務に付随しつつ
一連のセットとして立ち現れるコンテクストの有り様
を解きほぐしていくリテラシーを学生の間につける必
要があるのではないだろうか。

付記
　授業を受講してくださった学生の皆様と本報告への掲
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載許可をくださった「ゴミ箱表示改善プロジェクト」の
学生の皆様、学生自主企画を支援してくださった本学
リーダーシップ養成教育センター（現グローバルリーダ
シップ研究所）の先生方にこの場を借りて御礼申し上げ
ます。また「ゴミ箱表示改善プロジェクト」の発表にコ
メンテーターとして起こしいただいた NHK ラジオ放送
局の福田寛之さんにもこの場を借りて御礼申し上げま
す。

注

*1. この方法で現在の所、際立った学部学科の偏りは出
ていないが今後は特定の学部学科が偏ることなくグ
ループ編成がなされているかどうかにも目を配る必要
があると考えている。

*2. Plone の授業サイトは 4 年間、受講した学生に公開
されており、在学中はいつでも過去に学習・学修した
内容を振り返ることができるようになっている。

*3. Plone Survey という Plone のアドオンプロダクト
では、Confidential チェックボックスにチェックを
入れると各回答結果レコードの行頭（回答者名）が
Anonymous の文字に変換される。
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